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家族・親族、関係者への連絡－－誰に知らせる必要があるのか（例）

ご臨終を告げられた後、ご臨終に立会えなかった家族や親族に連
絡します。連絡範囲に迷った場合は、三親等が目安となります。
親族以外にも、故人が生前お世話になった方やお付き合いのあっ

た親しい方などにも連絡することが必要です。
近年、故人の意志を尊重して家族や親族だけで密葬やお別れ会等

を行なうといったケースがあります。故人の意志が残されている場
合、多くの方がその意志を尊重したいと考えますが、お葬式は故人
のためにだけ行なわれる儀式ではありません。
残された家族や親族が故人（の死）と向き合うためであると同時

に、故人と親しいご縁があったために、お別れを告げたい、ご冥福
をお祈りしたいという方々が必ずいらっしゃいます。
家族や親族だけで密葬やお別れの会等を行なう場合、後日死亡を

知らされた方々のご都合で（故人の家族等の都合に関係なく）、弔
問が続くことがあります。
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